
キャノンストリート・プレス

IASBがIAS37を置き換える測定ガイダンスの公開草案を公表予定

IASBは12月末前に、IAS37「引当金、偶発負債及び偶発資産」を改訂する公開草案を公表する予定であ
ることを発表しました。この新しい測定ガイダンスは企業の負債の金額および範囲を増やす結果になると
思われます。

経営者は今からこの新基準で負債を評価するために必要なデータ収集を始めるべきです。その評価金額
が現在の企業の財政状態計算書にあるものと著しく異なる場合は、経営者はこれをどのように開示すべ
きかを検討する必要があります。

IASBは、3ヶ月のコメント受付期間を経た後、2010年中旬に最終基準を公表する予定です。
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